
 新町こどもクラブ「虹」(以下、「虹」)では、 安全を土台に子どもたちが「成長できる」学童作

りをしています。 毎日子どもたちが元気に遊ぶこと、 これは非常に大切なことです。 なぜな

ら日々の遊びを通していろいろなことを吸収し、 成長するからです。 

 ここで秋まで活動のほんの一部の「虹」を紹介しましょう。 

←誕生日会は、上級生

が下級生の面倒を見な

がら集団遊びをしてい

ます。友達のことを知

るいい機会になってい

ます。 

←学習室で折り紙やブロック、

カード遊び、下敷き作りなど

をして遊びました。 

 段ボールハウスや工具を

使ってダイナミックに工作を

したい場合はホールや工作室

などを使って遊びました。 

 暑くなって来れば、

水遊び時期到来！です。

虹のプールを出し、泳

いだり、水鉄砲で遊ん

だり・・・。いっぱい

水遊びをしました！  

→ 

← 虹バスを使って、様々

な自然の中で虫取りや川遊

びなどを楽しみました。 

 クッキングも遊

びのうち。自分た

ちで作った料理や

お菓子の味はどう

かな？ ↓ 

 虹ではいろいろな体

験を通した遊びを日

常の保育からできる

ことを心がけていま

す。学校が早帰りの

場合は虹バスを使い

出かけることも多々

あります。 
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 昨今、 小学生の生活について様々なことが昔の環境と変わってきました。 地域機能の減退、 運動能力、

創造力やチャレンジ精神の低下・・・。 

 学童は1年生～6年生の縦のラインがあり、 異年齢が混ざり合って遊ぶ環境があることで、 相互の社会性

を身につけます。 また、 思い切って体を動かして考えて遊ぶ機会が減少しているのが現状です。 

 小学生の成長は、 幼児の日常生活の「○○ができるようになった」といった成長とは違い、 数年し「あの

時経験したことが役に立っているんだ」と分かるような成長です。 保護者と指導員が協力し伝え合い、 成

長を見守ることが重要です。 

 

 「虹」は『自ら考え、 自ら行動、 自分たちで作る学童』という基本方針があります。 この方針は、失敗して

もいいから自分たちで考え、 遊び、 チャレンジして成長していこうという意味です。 中には臆病でチャレン

ジできない子もたくさんいます。 指導員は一緒に寄り添い、 共に成長を喜びます。 成功体験をした子ども

は自信を持って次のチャレンジに向かうことができ、 ぐんぐん成長していきます。 

 また、 精神面の成長としてリーダーシップを養い、 下級生を思いやる心、 上級生を慕う心と上級生を見

て真似ぶ(学ぶ)ことを主眼に置いたイベントや班活動も行ってます。 

 こういったことから様々な経験や体験をさせたいと想い、 時間があったら虹バスなども使い外へ出て、 

いろいろな保育を行っていきます。 さらには、自由に使える園庭や雨の日でも広く遊べる園舎も魅力です。   

  

         遊びや経験から成長できる学童を心がけ、保育の質を充実させています。  

←高学年はふだん低学年

の面倒を見てくれている

ので、ごほうびもかねて

少し遠出をしました。 

 合宿で使えるように、

材料の買い出しから、

火起こし、飯ごうで

米炊き、バーベ

キューと子どもたち

だけで挑戦しました。        

↓ 毎年、第一小児童

クラブと合同で納涼祭

をやります。当日は

100名を超える来場者

でにぎわい、子どもた

ちは楽しんでいました。  

← 合宿は夏のイベントの中でも一

番大きなものです。「映画の日」

「リーダーズキャンプ」で培った経

験を活かし、一つ屋根の下で泊まる

ことによって絆を深めました。 

1.2年生は群馬の森で

宝探しなどのオリエン

テーリング、3年生以

上はサイクリングで遠

出にチャレンジ。秋の

晴天を楽しみに行きま

した。                     

← 映画の日は、新

町駅から電車で109

へ行きます。公共

ルールを守って、自

分で切符も買っ

て・・・。色々な経

験をしました。 


